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＜H10-5-A：問題＞ 

 

次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づき実施する数値地形測量におけるディジタ

ルマッピングについて述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。 

 

１．ディジタルマッピングとは、地形、地物などの地図情報をディジタル形式で測定し、

数値地形図を新たに作成する作業であり、地形図原図作成を含む。 

２．地形図原図作成とは、解析図化機、座標読取装置付きアナログ図化機又はそれらと同

等の機能を有する機器を用いて、地図情報を数値形式で取得し、記録する作業をいう。 

３．接合については、モデル間及び隣接する図郭間で座標を一致させる。 

４．取得する数値図化データには、地形、地物などの種類を示す分類コードを付ける。 

５．数値編集とは、現地調査などの結果に基づき、編集装置を用いてデータの修正、追加、

削除などを行う作業である。 
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＜H10-5-A：解答＞ 

  

１．ディジタルマッピングは空中写真測量の作業工程において直接数値化を行うものであ

るが、平成 14 年の測量法改正によってもう少し範囲が広げられている。この年度にお

いては平成 8年の作業規定に従っており、数値地形図作成作業に限定している。よっ

て問題文は正しい。 

 

２．地形図原図作成とは、成果品としての図面を作ることであって、平板測量の成果やト

ータルステーションによる場合など作成方法にはいろいろな手法があり、測量方法ご

との地形図原図作業がある。よって問題文は間違い。 

 

３．接合において、図上換算で 0.7ｍｍ以内にずれを押さえるために図郭間・モデル間の

座標値を一致させる必要がある。よって問題文は正しい。 

 

４．数値図化では取得した情報をデータベースとすることができる。その手法の具体例と

して分類コードの付加がある。よって問題文は正しい。 

 

５．数値情報とした図化データの編集作業である。よって問題文は正しい。 

  

解答 ２ 
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＜H10-5-B：問題＞ 

 

次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づき実施する対空標識の設置作業について述

べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。 

ただし、文中のＡ型、Ｂ型、Ｃ型、Ｄ型及びＥ型の形状は図 5-1 のとおりである。 

 

図５－１ 

 

 

１．縮尺 1/20,000 の空中写真の撮影を行うために、樹上にＥ型の標識を設置する場合は、

対空標識板の大きさは 30ｃｍ× 30ｃｍとする。 

２．偏心点にＢ型の対空標識を設置する場合は、標杭を設置し、これを中心として対空標

識板を取り付ける。 

３．建物の屋上に設置する場合の対空標識板の形式はＡ型、Ｃ型又はＤ型とし、ペンキで

直接描くことができる。 

４．対空標識板の色は白色を基準とするが、周囲の状況を考慮し、黄色又は黒色とするこ

とができる。 

５．対空標識板の材質は耐水性ベニヤ板又は化学合成板とする。 
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＜H10-5-B：解答＞ 

 

１．対空標識の大きさは縮尺と形式によって大きさの規格が決まっている。縮尺 1/20,000

でＥ型を用いる場合、30ｃｍ× 30ｃｍでは小さすぎる（規格では 90ｃｍ× 90ｃｍ）。

対空標識は空中写真上で確実に識別できる大きさで、その中心位置が明確にできる形

状でなくてはならない。よって問題文は間違い。 

 

２．対空標識が基準点等の位置に直接設置できない場合は、偏心標識を設置する。その際、

偏心杭を設置し、これを中心として対空標識を設置することになる。よって問題文は

正しい。 

 

３．問題文の通り。 

 

４．問題文の通り。 

 

５．対空標識は撮影終了まで確実に保存されなければならない。人為的なものは別として、

風雨などの自然条件からは確実に耐えられる材質のものが定められている。よって問

題文は正しい。 

 

解答 １ 
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＜H10-5-C：問題＞ 

 

飛行高度 3,500ｍの上空から、航空カメラで鉛直空中写真を撮影した。この空中写真に

写っている 2点Ａ，Ｂ間の間隔を密着空中写真上で測定したところ 90ｍｍあった。この 2

点を縮尺 1/25,000 地形図にプロットしたとき、これらの点は地形図上でどのくらい離れて

いるか。次の中から選べ。 

ただし、カメラの画面距離は 15ｃｍ、画面の大きさは 23ｃｍ×23ｃｍ、撮影基準面は標高

500ｍとし、点Ａ，Ｂは撮影基準面上にあるものとする。各図においてＸ及びＹ方向は共通

である。なお、関数の数値が必要な場合は、関数表を使用すること。 

 

１. 12ｍｍ  ２. 47ｍｍ   ３. 72ｍｍ  ４. 84ｍｍ  ５. 96ｍｍ 
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＜H10-5-C：解答＞ 

 

 写真上の距離から対応する地形図上の距離を求める問題である。 

 

 Ａ，Ｂ間の実距離を求め、地形図上の長さに換算する。 

 

・ 海抜撮影高度 3,500ｍから平たんな基準面（海抜 500ｍ）を撮影したのであるから、 

対地高度は 3,000ｍ、写真縮尺は 1/20,000 である。 

 0.15ｍ/3,000ｍ＝1/20,000 

・ 写真縮尺から地形図縮尺に引き直す。 

∴ 90ｍｍ×20,000／25,000＝72ｍｍ 

 

解答 ３ 
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＜H10-5-D：問題＞ 

 

図 5-2 のａ～ｅは、アナログ図化機の投射器と標定要素の動きを模式的に図示したもの

である。また、図 5-3 の 1～5は、図 のａ～ｅそれぞれの標定要素をある方向に動かした

ときの写真の投影像の動きを模式的に図示したものである。図 5-2 のａの標定要素を動か

した場合の写真の投影像の動きを示すものはどれか。正しいものを図 5-3 の 1～5の中から

選べ。 

 

図５－２ 

 

図５－３ 
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＜H10-5-D：解答＞ 

 

 標定要素に関する問題で昔からの暗記物である。問題文の標定要素 aの動きは問題文の

1.である 

 

※なるべく下のような６通りを覚えること。 

  

解答 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ω 

ｂx 

ｂy 

ｂz 

φ 

κ 


